
平成２３年度決算の概要

※以下文面における金額は「万円単位」に端数調整してあります。

（１）資金収支計算書について

学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入 26,379,933,000 26,629,469,250 △ 249,536,250

手 数 料 収 入 1,626,543,000 1,749,661,827 △ 123,118,827

寄 付 金 収 入 389,000,000 385,756,189 3,243,811

補 助 金 収 入 4,323,091,000 5,162,991,209 △ 839,900,209

資 産 運 用 収 入 267,700,000 293,601,504 △ 25,901,504

資 産 売 却 収 入 0 8,092,192,848 △ 8,092,192,848

事 業 収 入 1,516,670,000 1,373,478,813 143,191,187

雑 収 入 1,014,290,000 1,028,832,263 △ 14,542,263

前 受 金 収 入 17,222,568,000 16,943,219,523 279,348,477

そ の 他 の 収 入 13,032,463,000 13,080,205,839 △ 47,742,839

資 金 収 入 調 整 勘 定 △ 18,465,609,000 △ 19,163,532,285 697,923,285

前 年 度 繰 越 支 払 資 金 48,046,778,059 48,046,778,059

95,353,427,059 103,622,655,039 △ 8,269,227,980

人 件 費 支 出 16,838,170,000 16,656,697,355 181,472,645

教 育 研 究 経 費 支 出 9,776,587,000 8,786,422,255 990,164,745

管 理 経 費 支 出 2,129,917,000 2,338,619,081 △ 208,702,081

借 入 金 等 利 息 支 出 303,904,000 303,903,517 483

借 入 金 等 返 済 支 出 159,980,000 159,980,000 0

施 設 関 係 支 出 14,894,007,000 14,996,920,785 △ 102,913,785

設 備 関 係 支 出 1,995,597,000 1,564,938,305 430,658,695

資 産 運 用 支 出 6,238,942,000 16,312,221,424 △ 10,073,279,424

そ の 他 の 支 出 4,085,845,000 4,035,242,767 50,602,233

〔 予 備 費 〕 (                    0 )

300,000,000 300,000,000

資 金 支 出 調 整 勘 定 △ 1,761,631,000 △ 2,279,266,872 517,635,872

次 年 度 繰 越 支 払 資 金 40,392,109,059 40,746,976,422 △ 354,867,363

95,353,427,059 103,622,655,039 △ 8,269,227,980

<収入の部>

差　　異

支 出 の 部 合 計

科　　　目

収 入 の 部 合 計

（単位：円）

予　　算

　平成２３年度資金収入は、平成２３年度予算比（以下「予算比」という。）８２億６，９２３万円増の５５５億７，５８８万円であり、これに前年度
繰越支払資金４８０億４，６７８万円を加えた収入の部合計は、予算比８２億６，９２３万円増の１，０３６億２，２６６万円です。
　これに対して資金支出は、予算比７９億１，４３６万円増の６２８億７，５６８万円であったので、次年度繰越支払資金は、予算比３億５，４８７
万円増の４０７億４，６９８万円となり、支出の部合計は、１，０３６億２，２６６万円です。

（単位：円）<収入の部>

科　　　目 差　　異

資　金　収　支　計　算　書
平成２３年４月　１日から
平成２４年３月３１日まで

予　　算 決　　算

決　　算

学生生徒等納付金収入（２６６億２，９４７万円）は、
授業料、入学金、実験実習料、及び施設設備資金で
す。大学別の内訳は次のとおりです。
　東京理科大学　　　　　２４８億７，９５０万円
　山口東京理科大学　　　　  　６億６６３万円
　諏訪東京理科大学　　　１１億４，３３４万円

右表は直近５年の学生生徒等納付金収入の推移です。

<支出の部>

東京理科大学、山口東京理
科大学、諏訪東京理科大学
の学生から納入された学費な
どです。

文部科学省から交付される
経常費補助金、研究設備整
備費等補助金、大学改革推

進等補助金などです。

国などの公的機関・民間企業
との受託研究契約・共同研究
契約に基づく収入などです。

平成２３年度に納入された在
学生・新入学生の平成２４年度
分の学費などです。

平成２２年度に納入された平
成２３年度学費などですの
で、収入の部から差し引きま
す。

教育・研究活動に要する経費
です。

法人の管理運営・学生募集に
要する経費です。

土地、建物（附属設備も含
む）、構築物など、施設を取得
するための支出です。

平成２３年度末までに支払の
完了しなかった未払金などで
すので、支出の部から差し引き
ます。
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資産運用収入（２億９，３６０万円）は、第３号基本金
運用収入、受取利息・配当金収入、及び施設設備利用
料収入です。

右表は直近５年の資産運用収入の推移です。
世界金融危機の影響で平成２０年度以降資産運用
収入が減少しました。

手数料収入（１７億４，９６６万円）は、入学検定料、
試験料、証明手数料、及び大学入試センター試験
実施手数料です。

右表は直近５年の手数料収入の推移です。

寄付金収入（３億８，５７６万円）は、
企業等からの研究助成金や学生の父母、教職員、
卒業生からの寄付金です。

右表は直近５年の寄付金収入です。

補助金収入（５１億６，２９９万円）は、国庫補助金
地方公共団体補助金、学術研究振興資金、及び
その他の補助金です。例年、国庫補助金として計上
される経常費補助金が大部分を占めています。

右表は直近５年の補助金収入の推移です。

資産売却収入（８０億９，２１９万円）は、不動産及び
有価証券の売却収入です。

右表は直近５年の資産運用収入の推移です。
平成２２年度は九段校舎の売却により大幅に増加しました。
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<支出の部>

人件費支出（１６６億５，６７０万円）は、教員
人件費、職員人件費、役員報酬支出、及び
退職金支出です。

右表は直近５年の人件費支出の推移です。

教育研究経費支出（８７億８，６４２万円）は、
消耗品費支出、旅費交通費支出など
教育・研究活動に要する経費です。

右表は直近５年の教育研究経費支出の推移です。

管理経費支出（２３億３，８６２万円）は、
法人の管理運営・学生募集活動に
要する経費です。

右表は直近５年の管理経費支出の推移です。
平成２２年度は九段校舎売却に係る仲介手数料や
ICカード導入などにより増加しました。

事業収入（１３億７，３４８万円）は、補助活動収入、
受託事業収入、知的財産権実施料等収入、
公開講座受講料収入、免許状更新講習料収入です。

右表は直近５年の事業収入の推移です。
受託研究・共同研究の契約件数が毎年増加している
ことに比例して、事業収入も増加傾向にあります。

雑収入（１０億２，８８３万円）は、入学要項売上
収入、私立大学退職金財団交付金収入、及び
その他の雑収入です。

右表は直近５年の雑収入の推移です。
私立大学退職金財団交付金収入は、各年度の退職者数
に大きく影響されます。
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設備関係支出（１５億６，４９４万円）は、大学として
使用する備品、図書、車輛などの取得に係る支出
です。

右表は直近５年の設備関係支出の推移です。

施設関係支出（１４９億９，６９２万円）は、大学として
使用する土地、建物（附属設備も含む）、構築物
など、施設を取得するための支出です。

右表は直近５年の施設関係支出の推移です。
平成２０年度は葛飾キャンパス校地取得、
平成２１、２２年度は神楽坂地区既存校舎改修工事、
また平成２３年度は葛飾キャンパス二期用地の一部取得、
葛飾校舎新築工事などにより増加しています。

借入金等利息支出（３億３９０万円）は、
銀行や事業団からの借入金の利息返済支出です。

右表は直近５年の施設関係支出の推移です。
平成２１年度より葛飾キャンパス校地取得に係る
借入金利息の支出が始まったので増加しています。

借入金等返済支出（１億５，９９８万円）は、
銀行や事業団からの借入金の返済支出です。

右表は直近５年の施設関係支出の推移です。
平成１８年度は借換え、平成２２年度は九段校舎に
係る借入金を繰上返済したので支出が増加しています。
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資金収支計算書は、教育研究等の諸活動に要する一年
間の資金の収入、支出をみるもので、支出に対応する収
入がどのような源泉から調達されているかをみることがで
きます。また、借入金などの負債性のある収入や、固定資
産取得に必要な支出、借入金返済などが全体の収支にど
のような役割を果たしているかなどもみることができます。
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（２）消費収支計算書について

学 生 生 徒 等 納 付 金 26,379,933,000 26,629,469,250 △ 249,536,250

手 数 料 1,626,543,000 1,749,661,827 △ 123,118,827

寄 付 金 719,000,000 792,527,265 △ 73,527,265

補 助 金 4,323,091,000 5,162,991,209 △ 839,900,209

資 産 運 用 収 入 267,700,000 288,446,685 △ 20,746,685

事 業 収 入 1,516,670,000 1,373,478,813 143,191,187

雑 収 入 1,014,290,000 1,032,078,173 △ 17,788,173

帰 属 収 入 合 計 35,847,227,000 37,028,653,222 △ 1,181,426,222

基 本 金 組 入 額 合 計 △ 296,878,000 △ 2,538,126,959 2,241,248,959

消 費 収 入 の 部 合 計 35,550,349,000 34,490,526,263 1,059,822,737

人 件 費 16,770,208,000 16,231,336,831 538,871,169

教 育 研 究 経 費 14,305,368,000 13,315,548,006 989,819,994

管 理 経 費 2,496,668,000 2,744,885,061 △ 248,217,061

借 入 金 等 利 息 303,904,000 303,903,517 483

資 産 処 分 差 額 64,412,000 372,951,322 △ 308,539,322

徴 収 不 能 引 当 金 繰 入 額 0 804,000 △ 804,000

徴 収 不 能 額 0 1,300,000 △ 1,300,000

〔 予 備 費 〕 (    　　　　　　　　  0 )

300,000,000 300,000,000

消 費 支 出 の 部 合 計 34,240,560,000 32,970,728,737 1,269,831,263

当 年 度 消 費 収 入 超 過 額 1,309,789,000 1,519,797,526

前年度繰越消費支出超過額 7,120,072,747 7,120,072,747

翌年度繰越消費支出超過額 5,810,283,747 5,600,275,221

<帰属収入>

　平成２３年度帰属収入合計は、予算比１１億８，１４３万円増の３７０億２，８６５万円です。これから基本金組入額２５億３，８１３万円を差し引
いた本年度の消費収入は、予算比１０億５，９８２万円減の３４４億９，０５３万円です。
　これに対して消費支出は、予算比１２億６，９８３万円減の３２９億７，０７３万円です。
　この結果、平成２３年度の消費収支差額は１５億１，９８０万円の収入超過となり、平成２２年度から繰り越されてきた消費支出超過額７１億
２，００７万円を加えると、平成２４年度への繰越消費支出超過額は５６億２８万円となります。

（単位：円）<消費収入の部>

<消費支出の部> （単位：円）

平成２３年４月　１日から

消　費　収　支　計　算　書

平成２４年３月３１日まで

予　　算科　　　目 決　　算 差　　異

差　　異科　　　目 予　　算 決　　算

帰属収入（３７０億２，８６５万円）は、学校法人の負債
とならない収入で、学生生徒等納付金、手数料、寄付金、
補助金、資産運用収入、事業収入、雑収入などです。

右表は直近５年の帰属収入の推移です。

一般寄付金および特別寄付
金に加え、科学研究費補助
金等により購入した機器備品
および寄贈された物品である
現物寄付金が含まれます。

教職員の退職金に備えるた
めの退職給与引当金への当
年度繰入額が含まれます。

減価償却額が含まれます。

減価償却額が含まれます。

不用となった固定資産を廃棄除
却したものなどです。

奨学貸付金などで徴収不能の
おそれがあるものです。

消費収入の部合計から消費
支出の部合計を差し引いた額
です。一般的に収支均衡（収
支差額=0）が望ましいとされ
ています。

学校法人が教育研究活動等
の諸活動の計画に基づき必
要な資産を継続的に保持す
るために維持するべきものと
して、帰属収入から組入れた
金額のことです。
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奨学貸付金の貸与者死亡によ
る徴収免除額です。



<基本金組入額>

<消費支出>

基本金組入額（２５億３，８１３万円）は、学校法人が
教育研究活動等の諸活動の計画に基づき必要な資産を
継続的に保持するために維持するべきものとして
帰属収入から組入れた金額のことです。

右表は直近５年の基本金組入額の推移です。
平成１９年度は機器備品、図書の除却額が多かったことにより
組入額が少なくなりました。
平成２１年度は神楽坂地区既存校舎改修工事などにより
組入額が多くなりました。

消費支出（３２９億７，０７３万円）は、教育研究その他の
諸活動に対応した費用の支出を示したもので、人件費、
教育研究経費、管理経費などです。

右表は直近５年の消費支出の推移です。
平成２２年度は退職給与引当金計上割合を５０％から１００％に
変更したこと、神楽坂校舎に係る建物等除却、図書の除却等
を行なったことにより、大幅に増加しました。

消費収支計算書は、毎年度の経営状況を示すものです。
「消費支出」とは、学校法人が教育研究等の諸活動に消費
する資産の取得価額または用役の対価のことであり、「消費
収入」とは、「消費支出」に充当し得る収入のことであり、負
債性のない収入（帰属収入）から資本的支出（基本金組入
額）を控除したものをいいます。「消費収入」と「消費支出」を
対比することにより、収入超過か支出超過かが分かります。
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（３）貸借対照表について

149,066,191,405 141,881,338,974 7,184,852,431

122,820,649,096 111,153,436,819 11,667,212,277

26,245,542,309 30,727,902,155 △ 4,482,359,846

43,487,422,827 49,167,334,147 △ 5,679,911,320

192,553,614,232 191,048,673,121 1,504,941,111

18,954,916,920 19,478,510,833 △ 523,593,913

19,587,765,267 21,617,154,728 △ 2,029,389,461

38,542,682,187 41,095,665,561 △ 2,552,983,374

154,403,207,266 140,863,830,307 13,539,376,959

3,000,000,000 14,001,250,000 △ 11,001,250,000

100,000,000 100,000,000 0

2,108,000,000 2,108,000,000 0

159,611,207,266 157,073,080,307 2,538,126,959

△ 5,600,275,221 △ 7,120,072,747 1,519,797,526

192,553,614,232 191,048,673,121 1,504,941,111

本年度末 前年度末 増　　減

（単位：円）

および消費収支差額の部合計

固 定 資 産

流 動 資 産

固 定 負 債

流 動 負 債

資 産 の 部 合 計

第３号基本金

第４号基本金

基 本 金 の 部 合 計

消費収支差額の部合計

　平成２３年度末の資産総額は、前年度末比１５億４９４万円増の１，９２５億５，３６１万円です。また、負債総額は、前年
度末比２５億５，２９８万円減の３８５億４，２６８万円です。
　資産の部は、固定資産が前年度末比７１億８，４８５万円増の１，４９０億６，６１９万円であり、流動資産が前年度末比
５６億７，９９１万円減の４３４億８，７４２万円です。その結果、固定資産構成比率は７７．４％であり、流動資産構成比率
は２２．６％です。
　負債の部は、長期借入金が前年度末比１億３，８８８万円減の１３５億２，２０８万円です。その結果、固定負債は前年
度比５億２，３５９万円減の１８９億５，４９２万円となり、固定負債構成比率は９．８％です。また、流動負債は前年度比２
０億２，９３９万円減の１９５億８，７７７万円であり，流動負債構成比率は１０．２％です。
　基本金の部は、前年度末比２５億３，８１３万円増の１，５９６億１，１２１万円であり、このほかに未組入額が１４３億
４，６５８万円あります。
　消費収支差額の部は、翌年度繰越消費支出超過額が前年度比１５億１，９８０万円減の５６億２８万円です。

その他の固定資産

第２号基本金

負債の部、基本金の部

負 債 の 部 合 計

第１号基本金

貸　借　対　照　表
平成24年3月31日

科　　目

有 形 固 定 資 産

貸借対照表は、年度末における資産、負債、基本
金および消費収支差額の状態を表示し、年度末時
点での財政状態を表す重要な財務資料です。


